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梓
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ら
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o
l
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千
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八
十
ニ
拉
の
缂
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せ

ダ
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1

が
當
時
其
必
要
に
迫
ら
れ
つ
、
ぁ
彡
し
愛
蘭
土
の
歲
入
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に
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す
る
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密
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I
I
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滯
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西
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千
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八
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h
e
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た
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寄
简
に
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す
る
や
直
ち
に
歲
入
請
負
の
制
度
を 

全
部
革
除
し
、粗
稅
徵
收
の
上
に
秩
序

V
J

聱
齊

V
J

を
齎
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提
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n of I

r
e
k
n
d
。

た
る

■も
の
な
り

{
W
o
r
k
s

 

第
一
一
卷
五
西
ニ
十
六
頁)

。
然
も

H
&
p
l
e
が
愛

.蘭
土
太
守
に
與
任
せ
ら
る
，、
の
密

tl
*
を
運
ら
し 

0 

>
あ
る
も
の
な
り
と
稱
し
た
る

E
s
s
e
x

伯(Arthur 

c
a
u

卿
、一

千
.六

西

七

十

二

年

ょ

り

七

十

七 

年
：ま
で
愛
蘭
土
太
守
た
シ
。

一
千
六

lr
七
十
三
年
五
月
四
日
彼
は

s
h
a
f
t
e
s
b
l

伯
.に
宛
て
、

「

余 

は
崔
下
の

.
H
王
_

の
全
部
を

.通
じ
て

cn
i
r w
i
l
l
i
l

Hj
s

y
ょ

5

も
い
ち
汊
て
る
者
あ
る
こ
と
な

.'
 

き
を
確
信
す

」

と
-謂
へ

J>
の有，力な
る
援
助
は
の
爲
め
に

ft
へ
‘ら
れ
た
り
。
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(

七

I)

論

說

qム

し
て
觀
た
ハf
 

i

樊

跋

、

二八

n
d
e

公
{James 

B
l
r
。
；E
s
s
e
x

伯
に
次
で
苒
び
愛

®]
土
太
守
た

6

し

A

ょ

6

し
て
彼
を
詈

A

て
品 

玉
師
と

W

し

或
は

狂
人
に

f

妥
想

家
な

g

做
す
*
あ

る
I

妙
ぅ
。
纟

I
 

f

舉
 

gers are to 

have 
1
,
0
0
0 I” 

per 

ann., 

without a
n
y

 obiigati§

 

w
h
a

ぎevery a

茳，1 suppose they 

I
 treat 

llow. a
n
d

 

with w
h
o
m

 
they pkase concerning Tangier; al̂

i the ships. ; w
h
e
i

 

I 

did 

in a m
a
n
n
e
r

 u
n
d
e
?

 

I
 
貧 

f
 
: 

whole 

苳 

d
e
m
i
t
r
a
t
i
o
n
‘

y

 o
a
%

 

I
 a I

g
e
r

 

of 
2

,

0

8

 

卜 B
u
t

 I 

a

日 represented 
會
 the 

D
u
k
e

 ofGIi
m
o
n
d
e

 

t
o
s

ine this day) 

b
y

 s
o
m
e

 to dc a 

ccnjureiy b
y

 others to be notional 

E
 £scifuli 

near 

up to 

目 dness, 

and 

also 

a 

fknatick.、
(

s
o
u
t
h
w
e
u
^

f t

^

^

s」

千
六
百
ん
十
ニ
年
九
弓
卜
ニ

 
日 

の
書
傭

)

。.
實
に

.彼
^)

偷

敦
t
e現
れ
た
る
は
宮
廷
：並

に
、兹
衙
を
圍
繞
せ
る
請
負
寒
潜

の
.間

に

大 

恐
憐
の
瞥
報
を

#
.へ
た
る
も

の
a

き
。

遮
莫
：窮
迫
.せ
：る
國
庫
の
所
要
.は
：終
に
此
案
を
採
用 

せ
し
む
る
に
室
ら
し
め
た

.り
。

p
s
y

 
•，の
失
蟹
想
ふ
可

&

な

.

CV。

Halifax 

.卯

か
貨
幣

改
鐵
の

!-
!

畫
は
當
時

«

に
問
題
，と

爲

ぅ

居

れ
る
所

に
し
て
、

P0
?

が

一
千 

六
苜

A
十
一
一
年
^
月

五

n
M Southwell 

に
寄
せ

*
.る
.書
中
に
ド

 I 

have _
i
t

 three sheets in. answer to 

t
I
t
y

 

O
S Questions 

(

上
記
諸
版
本
に
見
れ

/2
る
所
忙
.ては
ー
こ

+

ー一
.問
な
力

)
c.scering M

o
n
e
y
.

 If 

it take, 

for I renounce all 

judgment 

of m
y

 

o
w
n
v
N
O
U

 

fi

 have a
 c

o
p
y
h
.

ビ

謂
へ
る
は

4 1

ち 

4 
V

i為 ■■ . ■

を
.旨
せ
る
も
の
に
し
て
、是
に
由
，

h

て
«
る
に
此
書
の

®
■れ
る
は

.同

.年
，ノ
月

^
し

.

t
ブ
月
の 

\
」

と
t
P
し
な
る
可
し
。

(

此
書
の
表

®
は

iou
l
u
m
c
g
q
u
e

な
る
羅
典
語

0
:
.
意
義
に
’基
き
之
を 

.「

貨
幣
小

^
と
*
す
る
を
適
當
ビ
思
惟
す

.る
も
、姑
く
其
內
容
の
體
裁

f

見
てr

貨
幣
問
答

」
I

べ
-)

'
_
'
. 

' 

' 

. 

.. 

. 

. 

_ 

'

『

新
鋳
造
货
の
一
一
十
志
ゆ
慣
習
若
し
く
は
條
例
に
從
ひ
金
量
四
ォ
._ン
ス
の
量
目
を
有
す
る
も

の
ビ
想

定
せ
ょ

M

英
國
貨
幣
の
初
め
て
廣
く
溶
解
せ
ら
れ
し
は

-
千
六
百
六
十
ニ
年
十
一

A 

£
日
附

o
l
e
s第
一
ー
埤
の
マ
刺
令
に
ょ
る
：

c

，詳
：し
：く.：は

s
i
a
m
x
o
w
n
d
e
s

が
處
名
ム
の
*
' 

> 

1

^

、

s

i

n

g 

s 

E
S
I

 for the A
m
e
l
&

 

o
f 

the 

s
f
r
o
a
i
n
s

,:一 

千
六
茛

.九
十
五
年
：版

九

+

s

M

m
 

下
參
照

)

。
而
し
て

l
a
b
e
t
i
l

並

^

J
a
m
e
s

の
喚
代
に
發
行
せ
ら
れ
沱
る
*
貨
は
等
し
く
金
量
四 

ォ
ン
ズ
の
量
目

(

是
れ
槪
箅
に

'過
ぎ
中
、實
は

.本
位
银
の
金
'量
十
ニ
ォ
ン
ズ
が
六
十
ニ
志
に
鑄
造 

せ
ら
る

，

な

1

を

有

す

可

き

も

の

な

る

も

事

實

：金
一
量
三
ォ
シ
：
ズ
：の
.最
目
を
有
し
而
し
て

1,11

ォ
 

'ザ
ン
，ズ
と
四
ォ
ン
ズ
と
の
間
に
、於
て
種
々
の
相
違
ぁ
夯
：も

3

四
ォ
ン
：ズ

.
の
暈
目
を
有

'ず
る
も

0
な
し
と
想
定
せ
。ょ
ぅ
次
で
新
た
ド
鑄
造

'せ
ら
れ
た
る
.班 

_
阗
胳
の
多
く
は
東
印
度
に
輸
送
せ
ら
る
、
も
輕
量
に
し
て
且
つ
不
齊
な
る
貨
幣
に
は
毫
も
其

牢

一

卷

(

七
I

論

龍
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第
十
ー
卷

I

ハ)

論

説

讓

三

〇

事
な
し
ど
想
定
せ
ょ

」

。
’
彼
は
問
答
に
入
る
に
先
立
ち
て
先
づ
斯
く
の
如

&

條
件
を
約
定
せ
ー
ク
。
 

ノ「

不

齊

な

る

舊

貨

幣

は

之

を

新

た

に

.鑄
造

し

面

し

て

齊

-
な

ら

^
:む
.可

き

も

の

？

や

#
念
 

答

'へ
て

日

ぐ

餐

に

然

る

可

き

も

.の
—

何
と

a

れ
ば
金
銀

f

な
れ
べ
る
貨
幣
ば
商
業
の
最 

离
の
规
矩
た
る
も
の
な
冬
が
故
に
劃
一
な
か
ざ
る
可
ら
ず
、然
ら
ず
ん
.ぼ
そ
は
決
し
て
規
贩
ヒ 

し
て
見
る
こ
を
能
は
ず
、丽
し

4

又
必

',然
貨

f

た
る

':性
質
を
失

a
、其
磨
滅
用
損
し
て
不
齊
一
を 

來

1

に
至

♦

し
以
前
に
於
て
賀

幣

f

し
も
の
ば
今
や
單
に
金
屬
た
る
に
過
ぎ
ざ
る

に

至
る 

可
け
れ
ば
な

J

と
。
彼
が
死
後
の

.出
版
に
係
る

^

著

T
h
e
p
o
l
i
A
n
a
t
l
o
f

 i
s
d
.

に
於
て
寶 

幣
は
あ
ら
ゆ
る
、貨

物

の

價

値

に

對

す

る

一

定

不

變

の
度

*
难

に

尺

度

な

_

ミ

思

惮

せ

ら
る」

と 

の
定
_

ょ

“

出

發

し

て

愛

蘭

土

の

幣

政

を

.論

じ

た

る

と

岡

一

の

基

礎

に

立

つ

も

の

と
稱
す
可 

し(

ー'
千

六

胃

九

十

一

年

版

六

十

八

頁

'

千
七
百
十
九
年
版

p
l
s
l
s
u
n
^
o
f
r
l
a
n
d
:

は
此
著 

の
訂

.正
增
補
な
り
。
同
寄
に

®

版
ビ
あ
る
は

Political S
u
r
v
e
y

の
再
版
た
る
を
示

.せ
る
に
あ
ら

.
 

ず
。

I

千
七
西
六
十
九

4
,並
£

千
八
西
六
十
ニ
年
翻
刻
せ
良
る

)

。：然
れ
ど
ダ

こ

は
寧
に
定 

義
に
過
ぎ
ず
し
て
、彼
は
果
し
て
從
來
斯
く
の
如
き

(

度
量
：の

.存

在

し

.得
f

し

ゃ

否

ゃ

.を
疑
へ 

&

C

>

H

I
 

o
f 

T
axes 

a
n
d

 c
o

n
l

f

 
• f 

千 

s

 
六
十 

一
 

i
 
版
、2
+

ニ 

頁
參
照
、本
書
の
全

卿 雄 ^ 印 _如 :''卿 抑 皮 戍 從 や 5 れ™■.ル，辦 0^

: 

4
.
' 

: 

• 

• 

,

-■

«

li
號

®
■吾
人
曾
て

「

フ
''
ク

穴
ォ

.
'ク
：.

」

フ
ア
ト
谷

.：純：
_

益
：，
.論
/
1
1苗
：學

.會
_

誌

®

十
一
卷
第
三

*

所
.載 

中
.に
.於
七

.之
を

.揭
げ

.

〗

た

^
猶
择
は
金
及

「

び
銀

.を
：以
て
，貨
赛
を
計
暈
す
る
に
.慣
れ
た
り
。
然
も 

這
般
の
度

.量
：は

.

.價
值
の
眞
度
量

*
.る
の
條
件
を
满
す
も
の
に
あ
ら
ず
。
第
二
に

.

.彼
等
は
'自
然 

の
度
量

^
f

f

穀
：
■

ビ
0
ビ

の
間
の
比
例
ぬ
人
爲
的
：の
價
値
を
與
ふ
る
も
の
な
り
、何
と 

な
れ
ば
を
は
自
然
に

'有
用
な
な
物
ヒ

.其
物
自
身
に
於

.て
は
不
用

:̂
る
物

S

の
間
の
比
較
な
れ 

ば

^:
!>
.
0
.' 

(

同
書
七
十
頁

)

。
M

に
又
を
は
不
變
の
度
量

.に
あ
ら
ボ
、即
ち

.

.银
の
價
値
，は
勸
搖
し
て 

不
定
な
れ
ば

«-
卜
。、

fr
は
金
鑛
よ
办
の
：遠

_近

@

*
な
ら
ず
、純
然
た
る
偶
發
的
の
原
因
に
由

&

て
も 

一

y

こ
.
^
G 

.

ま

他

よ
|)
,
も

貝

值

大
«'
'
る
：
こ
：
ビ

あ

る

な

办.(TKe political A
n
a
t
o
m
y

 of ire-

i
s
d
〉

前
揭
版
六
十
五
：頁

)

。:
:そ
，は；一

.
‘ヶ
月
：若
し
ぐ
は
其
：他
'®
期
間
の
以
前
よ

P
本

現
今
に
於
て 

0
«
大
な
る
こ
と
あ

h

得

可

く

'
、
又

货

物

0
改
造
-
せ

ら

，る
、

■-
>
^
と
あ
る
可
し
。

龈

器
?:
以
て
交 

易
を

"t
ふ
時
は
同
一

0

m
を

®
用
ず
る
よ

P
も

以
上
の
貨
物

-̂
资
換
し
得
可
し
と
せ
ば
貨

^

,

.
を
以
て
器
與
を
製
造
す
る
に
至
る
可
し
。
金
銀
兩
金
厲
の
內
其
ー
方
の
み
が
货
幣
た
る
妥
赏 

の
資
料
に
し
て
、他
の
金
腐
は
貨
物
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
な

1
同
啬
六
十
八
頁

)

。
金
鈒
の
比
蛱
的 

f
値
は
土
と
人
の
勸
勉
に
よ

&

て
兩
潘
中
其

一

方
を
穸
量
に
生
產
す
る
に
因
り
て
泐
榣
す
。

'

猫
十
！卷

(
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說
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一

卷
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6

餘

說

て

觀

交

T

i
 

I
鱗

：

一三
 

%

は
典
把
持
せ
る
勞
働
價
値
說
に
基
き
彼
等
の
問
に
眞

'の
比
例
を
確
定
す
可
&
唯
一
の
方
法 

は
双
方
の
發
掘
及
び
精
鍊
に
耍
す
る
勞
働
の
高
に
、之
を
歸
せ
し
む
る
に
あ

-

O
v

と
倣
せ

6
。
最 

も
穸
數
の
勞
働
潘
を
雁
傭
し
得
る
能
カ
を
有
す
る
人
は
最
も
富
め
る
潘
な
り

(V 

Treatise 

of 

H

i
 

a
 0

0

1

1

三
十

i

。
斯
く
て
吾
人
歲
，

S

內
に
於
け
：る

I

の
、貨
幣
と
或 

る
過
去
の
世
紀
に
於
け
る
貨
幣
と
を
比
較
す
る
の
困
難
：を
知
悉
す
る
を

'得
可
し

。' 

吾
人
は
先

.
 

づ
第

1

に
其
折

♦

の
吾
が
名
價
の
相
違
を
知
ら

ざ
..

る
可

$

o

往
時

一
.

一：一

十
七

.志
を

鑄

造
し
た 

る
と
間
量
の
銀

^& -CN

當
時
は
六
十

 

一：

}

志

を

鑄

造

す

る

な

K
V
O ..其
他y

猶
ほ
吾
人
は
'品
'位
、量
目
並
：
 

に
純
分
公
寒
、鐵
造
手
數
料
及
び
造
-幣
收
益
に
關
す
る
規
定
如
何
を
知
嘉
る

.可
ら
ず
。
而
し 

て
道
般
の
事
實
を
悉
く

 

了
知
す
る

V
J

雖
も
然
も
尙
ほ
其
勞

.働
購
：
.：買，カ

5:
確
'定
す
る
に
非
ざ
れ 

ば
吾
人
の
知
識
は
未
だ
以
て
精
確
な

.
6
.ビ
'
稱
す
る
を
得
ず

.

(

同
書
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十
二

 

I

H

g

c

.
金
銀
.ょ
ぅ 

成
れ
る
貨
幣
が
商
業
の
最

&

の
規
矩
：た
る
は

彼
等
が

*

滅

の
*
少
な
き
貨
物
に

し
て
他
の
貨 

物
に
比
し
其
價
値
變
動
の
處
比
較
的
少

^

き
も

Q
な
れ
ば
な

>
9
0
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千八
};H

九
十
：四
年
八
月
：版

六

十

五

真

參

1 -
。：

1

...

第

問

：に

0

く
，果

1>
ズ
舊

«

を
：改

*

す
：可

b

:i
せ
ば
、を
は
、何

人

の

®

用
に
.於
.

V
.

之
を
衍
ふ 

可

'&
や
。

答

べ

^*
|3
:ぐ
、今
と
'等

1>
く

«

家
の

«

用
に
：於

^

行
ふ
可

&

1
の
な
ん
何
と
な
れ 

ば
其
所
有

*
は
：之
が

不
齊
一
を
來
せ

る
に
對
し
責
任
を
有
す

:§
も
'
の
に
ぁ

&

ず
し
て

m

だ

國 

家
が
斯
く
の
如
&
惡
弊
を
防
止
し
旦
つ
責
罰
淨

る
を
；怠
ぅ
た

る
ょ
?
來

'る

な
ぅ
、而

し

て

這

般 

の
惡
弊
を
貨
幣
の
改
鑄

.

.に
由

'
6
.て
救
治
せ
ん

V」

す
る
も
' の
：な
れ
ば
な

.
K

V

O三
度
；間
ふ
、新

貨

幣 

は
如
何
な
る
量
自
及
び
品
位
の
，名

0

穴
る
可
き
か
。

.；：

日

く

、
現

命

»
通
せ
：る
他
の
‘新

貨

並

に

舊 

貨
幣
が
其

發

行

赏
時

K
於

て
維

.持

1,
た
i

:品

；掘

*

目
；の
：4

の
.为

:;
&

し
；む
可
し
。：
即
ち
條
例

P 

從
へ

ば

彼
等

は
：皆
悉
く
同
一
の
负
の

/2
ら
ざ
る
可
ら

^
而
し
て
總
て
實
際
貸

*
せ
.
.ら

れ

^

る 

所〜

の
も
の

V
J

同
一
の
も
の
を
以
て
舊
時
の
偾
務
を
償
還
す
る
に
適
せ
し
め
ざ
る
可
ら
ざ
る
が 

次
な

，

cs V」
(

以
上
 Q
u
a
n
t
u
i
u
m
c
u
n
q
u
e

 

concering 

IVIoney 

第

. 
一
 

5
ヵ

第
四
問
に
日
く

«
貨
二
十
志
を
以
て
僅
に
十
八
志
の
新
貨
を
鋳
造
し
#
る
に
過
ぎ
ず
と
せ 

ば
差
引
ニ
志
の
損
失
ゅ
何
人
の
負
擔
た
る
可
さ
も
の
な
り

や

'0
答

へ
て

謂

ふ
、人
々

は

其

所

：
.
.
有 

せ
る
货
胳
を
削
取
す

る

こ

と
あ

る

可
き
が
故

に
、
«
家
は
其
损
失
を
負
擔
す
可
き
も
の

に
あ
ら 

ず
、然
も
典
所
有
港
は
輕
量
且
つ
缺
損
せ
る
貨
幣
を
受
理
す
る
二
.ビ
を
拒
絕

し
、又
は
適
當
な
る

,

第
十
5
 

(

七
三
九)

論

E

. 

Sハ

雜

I



f
卷

s
g
l
o
:
}
’

論

說

7s
s
s
f
傅i

濟

d

觀
た
る
サ
！
牛

”

樊
號
コ

S 

W
期

R
於

て

之

を

處

理

す
る

C
と

を

#

るが故に彼诌ら其掼失を負擔せざる可らず。

0

ち
其
所
有
せ
岑
不
齊
な
る
舊
貨
に

0

y

國
家

.の

.
a
用
を

a

て
之

,4
、し同
：

.

I'

の
暈
目
を
有
す
る 

齊
一
；
美

麗

^

る

断

貨

を

與
ふ

名
を
以
て
足
れ

々
ヾ

」

す

。

ハ 

..

■；

斯
べ
冗
彼
の
貨

.幣
論
は
賀
易
論

.に
突
入
せ
う
。へ
問

^

rc
:
mぐ
、這
個
鑄
貨
改

.造
：の
後
は
從
前
：
 

妬
比
し
多

':量
の
銀

.が
英
國
を
去

$

て
東

'印
度

_
0想
土
地
に
輸
送
せ
ら
れ
、爲
め
に
英
國
の
損 

»

と
爲

^ ，
こ
^
*

ら
ざ
る
や
。

.•

答
へ

1:
日
C

#
少
興
量
を
增
加

^

;̂
>
に

^

る
可

& 
.も然
も
決 

し
て
英
國
の
掼
害
を

m

す
も
の
に
あ
ら
ず
、寧
ろ
其
利
益
と
爲
る
可
し
、何
^
な
れ
ば
商
人
は
其 

西

0
牙
.の

R
e
a
l

貨
を
輸
送
し

*
名
場
合
に
：は
單
は
其
金
屬
を
尊
重
せ
る

:R
過
ぎ
ざ
&
し
に
今 

や
是
以
上
に
新
货
幣
の
製
作
を
も
估
料
す

.る
に
至

.る
可
け
れ
ば
衣

-e
9
;
' M

-K
■ 

'
ふ
、常
時
商
人 

は
猩

.今
緋
並

.は
銀
を
印
度
諸
邦
に
輸
送
し

0
.、
あ

.る
も
、將
來
は
單
に
新

.鑄
：の
銀
：

§

み
を
麓
送

‘
 

.

す
る
に
至
る
こ
と
农

_

か
？

日
く
、商
人
は
新
鑄
の
■貨
幣
一
百
志
に
對

.
t出
：來
得

.る
限
；
^
多

® 

.，の
猩
々
緋
を

.購
入
し
、而
し
て
後
同

 

'
1

貨
幣
ょ
う

'

®
る
他
の

.4

再
志
取
對
す
る
ょ
う
も
其
源
 々

緋
を
以
て
印
度
に
於

'1
:

#
量

0
.
,絹
を
取
得
七

#

^
る
冷
否
や
七
劈
愍
す
る
な
，る
可
し
。
而
し 

て
此
推
處
に
從

a
或
は
猥
々
雜
或
は

.並

貨

を

輸

送

す

可

く

、彼
；

に
：.

し
ヤ
砮
1

決

斷

を

得
る

能
は

茂银孩鱗;3* 被̂ 獅 孤 拥 巧 例 ，

ざ
：れ
ば
：

.1:

部
分

-は
：猓
々
緋
ノ一:.

部
分
.

^
正

貨

を

®

送
舞
す
.る

女

る

可

セ

リ

然
i

ボ
も
英
國
は

.商
人
等
が
上
：述
の

' 
一.
百
志
を
國
外
輸
：
送す

‘る
‘
に
：因
り
て

-貧
：窮
：

i

爲
、る 

こ%

な
き

‘や
。

：

日
.く

*
,し
彼

^
し

■€
一
百

く

^
‘一：.

一：耳
志

W

生
ず
可

§

鍋
を

」
其
雛 

送
し
た

‘る
貨
幣
：に
代
へ
て
本
國
に

»

入
し
、而

し

て

：狻

英

國

げ

同

|へ
0

ー：|
百
志
'
.|:
齋

し

、又

呔

彼

.

に
し

.
て
英
國
人
が
同

5

幣
の
：ニ
；百
志
：を

彼

界

支

娜

ふ

可

き

«

_
を
國
內
；

{■
;
«
,せ

6
.ビ

せ
ば 

英
國
は

.決

:b
て
是
に

*

り
て
：貧
.
.窮：V」

な
る
も
の
に
あ
ら
ず
。

t斯
ん
て
：商
人
並
に
英
國
は
，俱
に
：

此
一
百
志
の
輸
出
；

k

_
り

て

利

得

す

可

し

孝

十

ミ

。
ニ
妙
土
の
：所
論
摔
洵
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B
e
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並
'にH
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第
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四
章
の
所
言
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想
起
せ
し
む

' る
も
の
あ

.ぅ
、
®

揭

Sir 

William 

petty..

九
十
六
喪
並
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E
c
o
n
o
m
i
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w
rit

i
n
g
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士
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年 

版

ビ

記

せ
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.六
十
四
年
の
誤
な
，る
可
し)

。
遮
莫
西
紀
前

.四
西
三
十
年
，乃

至

1
1
.
1
;
西

五

+

七
：年
.

の
古
に
，於
て
、
ミ
&
卩M

p
y
v

に
ょ

6

て「

政
治
箅
術

」

を
使

>1
1

せ
る

.最

.初
の
著
遛

V
J
»せ
ら
れ
*
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X
e
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o
p
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ビ
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第
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部

'

千
六
西
九
十
八
年
版
の
附
«
ビ
し
て
印
行
せ 

ら
る
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T
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m
e
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a
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o
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千
七

}

s

七
十

1
年
版

第
；！

卷

-
1百
十

1
0頁
、雄
に
其

_

釋

1ニ
亩
-琴 

.
然
れ
ど
も
苦

.し
ぎ

1鑄

造

の

貨

幣

が

舊

貨

德

に

比

し

其

：四

分

の

；三
，の

量

自

を

有

ず

る

に
過
''t 

ず
と
せ
ば
商
人
は
全
然
彼
等
に
關
與
す
る

zv
j

な
ぐ

1從
つ
て
又
國
家
を
貧
窮
な
ら
し
ひ
る
の 

處
な
き
を
得

.可
き
に
あ
ら
ず
や
。
答
へ
て
由
く
、然
も
‘猶
ほ
商
人
は
宛
も
舊
時
の
如
く
之
を
輸 

出
し
て
變
ら
ざ
る
可
し
。

.
喷
だ
彼
が
舊
貨

' 
R
對
し
て
與
へ
た
る
所
の

も

の
に
比
し
削
減
せ
ら 

れ
た
る
新
貨
に

.對
し
て
は
其
四
分
の

H

の
胡
椒
又
は
他
の
印
度
產
貨
物
を
給
付
す
可
し
バ
而
し 

V

印
度
に
於
て
は
彼

♦
か從
前
舊
货
に
對
し
て
得
た
る
所
に

.比
し
四
夯
の

2

に
相
當
す
る
胡
极 

を
受
理
す
可
し
斯
く
て
其
結
架
は
貨
#
の
名
價
に
ょ
り
て
之
を
收
受
し
其
量
目
及
び
品
位
に 

依
ら
ざ
る

一.

部
少
數
の
愚
漭
の
間
に
於
け
る
外
、何
等
の
相
違
を
も
生
ず
る
こ
ぢ
な
か
る
可
し
。

第
九
問
に
日
ぐ

、
^
し
新
鑄
造
の
結
果
.一
志

'の
貨
幣
は
其
現
在
に
於
：

.け
る
量
目
'の
四
分
の
三 

に
減
殺
せ
ら
れ
た

&

ビ
せ
ば
、吾
人
は
是
に
由
.ぅ
て
現
今
吾
人
が
•有
す
る
所
ょ
り
も
三
分
の
一 

だ

け

货

幣

の

高

，
を

猶

加

す

る

こ

と

-i
-s
卜
、結
局
'吾
人
林
を
れ
だ
け

：

富
有

W
.

爲
る
に
は
あ
ら
ざ

-■
i

^
^
-.
v
.v
r
v
'-
v
V̂
IJ.

î-
ti-.
. i
Ĵ

彭Y
K
^
^
^
^
.
r
_
^
,
^
r
:
^
^

シ

ル

リ

ン

グ

る
か

(

以
上
第
一

l

M

a答
へ
て
日
ぐ
汝
は
新
た
に
命
名
せ
ら
れ
た
る
志
を
三
分
の
一
が
た
务
く 

所
有
す
る
に
至
る
こ
と
事
實
な
り
、然
れ
ど
も
銀
は
其
一
オ
ン
ス
を
も
增
加
す
る
も
の
に
あ
ら 

ず
、從
つ
て
貨
幣
亦
然
り
、加
之
汝
は
舊

_

に
比
し
汝
の
增
加
せ
る
新
貨
の
全
部
に
對
し
一
オ
•ン
 

ス
*

り
ヾ
し
も
外
國
貨
物
を
餘
分
に
取
得
す
る
こ

5
能
は
ず
、如
何
な
る
內
國
貨
物
に
到
し
て
も 

ぉ
之
を
餘
分
に
取
得
す
る
乙
と
能
は
ざ
る
可
し
。
恐
ら
く
は
唯
だ
其
當
初
に
於
て
上
記
の
勿 

き
少
數
の
愚
潜
よ
ぅ
數
分
之
を
期
待
し
得
る
の
，み。
例
へ
ば
汝
が
一
金
匠
よ
^
+
十
オ

ン

ス
 

の
宽
量
を
有
す
る
銀
器
を

一

オ
シ
ス
六

.志
_の
»]
合
に
て
六

#/
即
.ち
鑄
貨
の

.形

態

に
* ^
け

る

銀
 

の
二
十
四
オ
ン
ス

P

ちの假定に

.從
へ
ば
英

'貨
六
糖
技
金
：

ft
ニ
十
四
：オ
ン
ス
の
量
目
を 

肓
す
る
こ
ビ
、
爲
る

)

を
以
て

0

入
す
る
と
想
像
せ
よ
。
然
る
に

.今
や
前
述
の
六

#;
は
ニ
十

 ̂

オ
ン
ス
の
量
目
を

.有
し

*

る
も
の
が
新
鑄
造
ビ
共
に

_十
八
オ
ン
ス
の

«

量
に
.輕
減
せ
ら
れ
プ 

る
に
拘
ら
ず
倘
ほ
國

.王
の
宣
言
に
よ

^

ハ̂
破
と

_

せ
ら
ゐ
、
も
の
と
想
定
せ

‘よ
。
然
ら
は
其 

金
：匠
は
製
作
を
加
へ
ざ
る

«

の
十
八

.オ

.
ン
ス
に
：對
し
加

1
4せ
る
ー

1
十
オ
ン
ス
の
重
通
あ
る
銀 

よ
h
成
る

該
器
具
を
與
ふ
可
し
と
想
像
し
得
る
か
。

.
即
ち
貨
幣
の
製
作
に

1
.す
る
忉
俏
は
殆 

ん
■ど
謂
ふ
に
足
ら
ざ
る
を
以
て
な
り
。
斯
く
て
這
般
の
不
合
理
は
縱
令
貨
幣
^
同
一
の
資
料 

第
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